
や
な
ぎ

の
　
卜
）
し
ょ

岩
手
・
柳
之
御
所
跡

②

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
字
柳
御
所

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
１
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
本
澤
慣
輔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

。
屋
敷
地
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柳
之
御
所
跡
は
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
平
泉
駅
の
北
約
○

・
七
ｋｍ
の
地
点
を
中
心
に

広
が
る
史
跡

「柳
之
御
所
遺
跡
」
と
周
知
の
遺
跡
範
囲
の
総
称
で
あ
る
。
遺
跡

の
立
地
は
、
北
が
高
舘
山
か
ら

続
く
緩
斜
面
地
、
東
が
北
上
川

に
侵
食
さ
れ
た
崖
線
が
境
と
な

り
、
西
と
南
は
猫
間
が
淵
と
呼

ば
れ
る
沢
状
地
形
が
延
び
て
、

全
体
が
舌
状
に
広
が
る
。
標
高

関
　
　
一
三
一―
三
二
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。

一　
　
一
九
八
八
年
か
ら
北
上
川
堤

防
及
び
国
道
バ
イ
パ
ス
エ
事
に

伴
い
大
規
模
な
調
査
が
実
施
さ
れ
、
奥
州
藤
原
氏
時
代
の
東
北
地
方
支
配
の
拠

点
と
な
る
重
要
な
遺
跡
と
し
て
保
存
が
決
定
さ
れ
た
。　
一
九
九
七
年
に
は
約
六

ｈａ
が
史
跡
指
定
を
受
け
、
周
知
の
遺
跡
を
合
わ
せ
る
と
全
体
で
約

一
〇
ｈａ
の
規

模
を
有
す
る
。
堀
に
囲
ま
れ
た

「堀
内
部
地
区
」
か
ら
は
、　
〓

一世
紀
第
Ⅲ
四

半
期
を
ピ
ー
ク
と
す
る
遺
構
や
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
、
『吾
妻
鏡
』
に
記
さ

れ
た
政
庁

「平
泉
館
」
と
推
定
さ
れ
る
。　
一
方
、
北
側
の

「堀
外
部
地
区
」
は

奥
州
藤
原
氏
の
一
族
や
家
臣
の
居
住
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
保
存
決

定
後
に
行
な
わ
れ
た

「堀
内
部
地
区
」
の
調
査
に
よ
っ
て
、　
〓

一世
紀
初
頭
か

ら
前
期
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
遺
物

・
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
遺
跡
は
初
代
清
衡
の
時
代
か
ら
文
治
五
年

（
一
一
人
九
）
に

奥
州
藤
原
氏
が
滅
亡
す
る
ま
で
の
各
時
期
に
わ
た
り
存
続
し
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
土
器

・
土
製
品
、
国
産
陶
器
、
中
国
産
陶
磁
器
、
木
製
品
、
金
属
製
品
な

ど
、
多
種
多
様
な
遺
物
が
出
土
す
る
、
平
泉
を
代
表
す
る
遺
跡
で
あ
る
。

第
五
三
次
調
査
は

「堀
外
部
地
区
」
の
一
郭
、
中
尊
寺
に
向
か
う
道
沿
い
の

建
物
跡
や
付
属
施
設
が
密
集
す
る
地
域
で
実
施
し
た
。
狭
い
範
囲
の
調
査
で
あ

っ
た
が
、　
〓

一世
紀
後
半
の
掘
立
柱
建
物
、
区
画
溝
、
井
戸
、
道
路
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
。
四
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
、
径

一
・
ニ
ー

一
・
三
ｍ
の
円

形
で
、
深
さ
三
ｍ
の
井
戸
底
に
木
枠
が
残
る
。
木
枠
は
Ｏ

・
七
ｍ
長
の
隅
柱
と

三
枚
組
継
ぎ
の
横
木
を
四
角
に
接
合
し
、
そ
の
上
に
ま
た
四
角
に
組
ん
だ
横
木

を
積
み
重
ね
て
い
る
。
側
板
は
二

・
二
ｍ
長
の
一
枚
の
み
で
、
二
段
目
以
上
の

本
枠
や
他
の
側
板
は
失
わ
れ
て
い
る
。
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井
戸
底
か
ら
は
中
国
産
青
白
磁
輪
花
椀

一
点
、
大
形
手
づ
く
ね
か
わ
ら
け
五

点
が
出
上
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
井
戸
鎮
め
と
し
て
用
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
木

簡
は
、
い
ず
れ
も
井
戸
を
埋
め
た
土
の
中
位
層
か
ら
、
陽
物
形

・
筆
先

・
櫛
な

ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「□
目
ヽ
桶
五
ヽ
ヽ
鉢
五
ヽ
ヽ
約
二
ヽ
ヽ
え
三

ヽ

(4) (3)(2)

体屎 体罫
五己 五と

門
田
　
桶
五

ヽ

□
□
　
桶
五

ヽ

「
＜
日
Ｈ
８
日
□

「
＜
日
日
日
□

「
口

回

」

「
口

□

」

尺
師
三

ヽ

尺
師
三

ヽ
」

］
『
∞
×

（
ω
⇔
）
×
］

（
Ｐ
∞
〇
）
×

岸
〇
×

μ

約
二

ヽ

狗
二

ヽ

ω
は
折
敷
の
底
板
と
み
ら
れ
る
薄
板
の
破
片
に
書
か
れ
て
い
る
。
上
下
両
端

は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
左
右
両
辺
は
割
れ
て
い
る
。
②
①
は
笹
塔
婆
で
、
い

は
針
状
を
呈
し
、
上
端
の
一
面
を
小
さ
く
快
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
舘
野
和
己
氏
と
同

大
学
院
の
前
川
佳
代
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

Ｏ
ω
滓

含

∞
伽
）
×

Ｐ
枷
×
］

ｏ
ｏ
Ｐ

『
ｏ
×

卜
ｏ
×

∞
　

ｏ
ω
伽

９
　
関
係
文
献

平
泉
町

『柳
之
御
所
資
料
館
第

一
回
特
別
展
図
録
』
全
一〇
〇
〇
年
）

平
泉
町
教
育
委
員
会

『平
泉
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
七
七

（一
一〇
〇

年
）

（菅
原
計
二
）

Π

□

憫

四

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｖ

目

―― Ｉ

Ⅲ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

＝

再

＝

＝

Ｖ

Ｒ

例

円

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

‐―

＝

Ｙ

D

(4)

(3)




